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梅
天
和
爾
韓
は
無
明
、
豊
後

(大
分
)
に
生
る
。
清
和
源
氏
多

田
満
仲
八
世
の
孫
、
須
田
爲
實
の
後
商
で
あ
る
と
傳
え
て
い
る
。

慶
長
十

一
年

(
一
六
〇
六
)
に
生
れ
、
幼
よ
り
篤
實
、
俊
頴
で
あ
つ

た
と
い
う
。
寛
永
十
四
年
師
量
二
才
の
時
、
杵
築
の
大
守
に
從
い

長
崎
地
方
に
起
き
た
宗
教
騒
動
鎭
墜
軍
に
加
わ
り
、
戦
功
を
た
て

加
豫
三
百
石
を
得
た
。

師
は
こ
れ
よ
り
先
十
五
、
六
才
の
時
、
杵
築
の
太
守
の
菩
提
所

で
あ
る
養
徳
寺
に
お
い
て
、

初
め
て
寳

鑑
國
師

愚
堂

和
省
に
謁

し
、
深
く
國
師
に
飯
依
し
参
琿
を
請
う
た
。

師
こ
れ
よ
り
熱
心
に
坐
琿
し
て
倦
む
こ
と
が
な
か
つ
た
。

一
日

忽
然
と
し
て
風
聲
を
聞
き
、
議
明
す
る
こ
と
が
あ
り
、
直
に
入
室

し
て
見
解
を
呈
し
て
い
う
に
、

「
我
れ
風
聲
を
聞
い
て
從
來
無
心
な
る
こ
と
を
識
得
す
と
」

國
師
印
ち
竹
箆
を
も
つ
て
地
を
打

つ
て
い
う
、

「
何
ぞ
有
無
と
か
読
か
ん
、
印
今
聞
得
し
去
れ
と
」

師
曰
く
、

「
這
箇
は
是
」

國
師
曰
く
、

「
如
何
が
是
な
る
」

師
曰
く
、

「
和
尚
打
地
す
れ
ば
我
れ
早
く
無
心
の
中
に
聞
き
了
る
」

國
師
曰
く

「未
在
、
省
墾
せ
よ
見
ん
」

師
曰
く

さ
も
あ
ら
ば
あ

「
和
尚

、

未
在

と

い
う
、

任

他

れ
我

れ
か

つ
て
疑

は
ず

」

國
師

日

く
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「
汝
は
是
れ
輕
慢
の
人
、
萬
劫
に
も
得
が
た
し
。
若
し
非
を
知

ら
ば
家
に
坂
つ
て
黙
検
し
着
よ
。
切
に
忌
む
分
別
に
渉
る
こ
と

を
」

師

一
旦
退
去
し
て
夜
再
び
入
室
し
た
。

國
師
、
水
拮
牛
の
話
を
示
す
。

師
着
語
し
て
曰
く
、

「
途
中
に
在
つ
て
家
舎
を
離
れ
ず
」
と
。

國
師
火
燭
を
滅
す
。

師
直
下
に
大
悟
す
。
師
ち
始
て
是
れ
從
來
娘
生
の
面
目
な
る
こ

と
を
知
る
。

國
師
曰
く
、

「
汝
雨
断
の
慮
も
看
得
す
る
や
」
と
。

師
曰
く
、

「
若
し
看
得
と
な
さ
ば
、
娘
生
の
面
目
に
あ
ら
ず
」

國
師
曰
く
、

「
如
是
如
是
、
珍
重
に
堪
う
」
と
。

師
禮
舞
し
て
退
く
。

師
の
久
々
に
亘
る
坐
暉
の
機
が
熟
し
て
、
妄
念
分
別
が

一
時
に

瓦
解
氷
漕
し
て
、
琿
境
に
悟
入
し
た
様
子
が
窺
え
る
。
こ
れ
が
何

才
の
時
で
あ
つ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
國
師
が
山
科
の
華
山
寺
、

伊
勢
の
中
山
寺
に
隠
栖
さ
れ
て
か
ら
も
、
親
書
を
も
つ
て
威
見
を

呈
し
、

か
く
研
究

端

摩
す
る
こ
と
凡
そ
二
十
年
に
及
ん
だ
と
い

.つ
。途

に
明
暦
元
年
に
宮
を
僻
し
、
十
二
月
二
十
八
日
を
期
し
て
愚

堂
寳
鑑
國
師
に
つ
い
て
中
山
寺
に
於
て
、
髪

を
き
り
出
家
得
度
を

し
た
。
時
に
五
十

一
才
で
あ
つ
た
と
い
う
。

杵
築
の
犬
守
は
師
の
出
家
を
聞

い
て
強
て
衣
を
脱
さ
ん
と
し
た

い
や
の
や
ま

が
、
師
は
迫
求
の
手
を
さ
け
る
爲
か
、
熊
野

の
僻
山
に
庵
を
結
び

世
塵
を
追
が
る
、
こ
と
に
し
た
。
居
る
こ
と
三
年
に
し
て
再
び
中

山
寺
に
阪
る
。
寺
の
西
南
の
氏
神
村
に
茅
屋

を
構
え
濁
笑
軒
と
額

を
禍
げ
國
師
に
参
暉
入
室
を
績
け
た
。

寛
文
元
年
國
師
は
遷
化
に
先
ん
じ
て
師
に
印
記
を
與
え
梅
天
の

號
を
賦
し
た
。

梅
天

酸
郁

一
枝
自
然
別

氷
肌
玉
骨
色
還
鮮

此
兄
何
得
在
人
世

料
識
青
宵
都
卒
邊

前
住
妙
心
愚
堂
東
建
老
柄
澄
焉

國
師
遷
化
の
後
は
雪
潭
和
尚
に
中
山
寺
に
再
参
し
た
。
寛
文
三

年
雪
輝
は
梅
子
の
熟
す
る
を
謹
明
し
て
、

無
明
輝
人
曾
見
午

寳
鑑
國
師
居
常
孜
孜
究
明
己
事
年
尚
突

り

　

一
旦
瞥
爾
到

一
念
相
磨
地
嘗
賦
梅
天
之
號
以
興
之
爾
來
輩
國
師

順
世
之
后
特
就
山
櫓
請
執
師
資
之
禮
慮
其
所
志
而
許
之
他
日
随
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分
開
舖
席
爲
人
去
傍
書
以
誼
之

沙
門
雪
潭
曼
書
干
中
嬌
之

函
丈

寛
文
葵
卯
孟
冬
吉
辰

の
詮
を
書
し
て
與
え
、
且
つ
世
の
迷
者
を
濟
度
し
て
佛
法
に
阪
依

せ
し
め
る
様
に
努
め
る
こ
と
を
求
め
た
。
こ
れ
よ
り
師
は
宗
敏
活

動
に
入
る
こ
と
と
な
る
。
初
め
に
弟
子
の
禮
を
取

つ
た
の
は
、
主

山
無
住
で
あ

つ
た
。
そ
れ
よ
り
師
が
延
寳
四
年
五
月
二
日
世
壽
七

十
に
し
て
示
寂
に
及
ぶ
ま
で
約
廿
年
間
に
受
戒
、
法
誰
を
請
う
者

枚
摯
す
べ
か
ざ
る
程
の
多
数
に
及
ん
だ
と
い
う
。
又
寺
の
修
慶
興

縄
す
る
も
の
十
八
ケ
寺
を
敷
え
、
師
の
道
業
の
並
々
な
ら
ぬ
を
思

は
し
め
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
後
寳
永
五
年
に
法
孫
等
相
謀
り
て

墓
園
第

一
座
に
列
籍
を
追
贈
し
た
。

注①

梅
天
號
の
頒
は
寳
鑑
録
に
は
な
い
。

②

こ
の
傳
記
は

「
梅
天
無
明
和
尚
行
業
記
」
に
よ
る
。

二

 

こ
れ

よ
り
師

の
暉

風

を
見

る
に
、

徳

川
初

期

に
お

け

る
暉
門

の

傾

向

を
指

摘

し

て

「
今
世

ノ
佛

法
修

道

ノ
人

ヲ
見

ル

ニ
、

偏

ヘ

ニ

規

ニ
シ
タ
ガ

ヒ
、

矩

ヲ
守

リ
因
果

ノ
中

二
落

在

ス
ル
者

ハ
論

ズ

ル

ニ
不

レ
及

、

佛

心

的

的
相

承

ノ
正
道

サ

エ
大

牛

唱

へ
失

ツ
テ
邪

師

ノ

ミ
天
下

に
横

行

ス
、
故

ニ
タ

マ
タ

マ
人

有

テ

是

ヲ
思

フ
ト

イ

へ

　

つ

　　

　

　

　

　

　

ド

モ
、
彼

二
読

レ
テ

迷

ノ
上

二
迷

ヲ
重

ヌ
實

二
怜

ム
ベ

シ
。
」

　

て

と

い

つ
て

い
る
。

佛

心
的

々
相

承

の
正

道
が

大

孚
失

つ
た
、

と

い

う

の
は
何

を

い
う

の
か
、

當

時

雲
居

は
念
佛

を

穂

名

す

る

こ
と
を

鴨
す

㌧
め

て

い
た

し
、

盤
珪

は
各
所

に
お

い
て
、

不

生

縄
を

提
唱

し

て

い
た

こ
と
を

い
う

も

の
か
。

邪
師

が

天
下

を
横
行

す

る
と

い
う

の
は

「
公
案

を
用

い
ず

」

と

し
た
、

盤

珪

を
明

か

に
意
識

し

て

い

る
檬

で
あ

る
。

こ
う

い
う

重
大

な

時
期

に
關

山

一
流

の
正
道

を

は

つ
き

り

と
打

出

す

こ
と

は
師

の
重

大

な

る
使

命

で
あ

る
と
思

つ
て

い
た

に
違

い

な

い
。

そ

こ
で
師

は

「
元

來
無

我

ナ

ル
事

ヲ
識

得

ス
レ
バ
、

無

量

ノ
煩

悩

一
時

二
清
滅

シ
テ

、
今

此

ノ
身

心

直

二
是

レ
天
眞

佛

ナ

リ
。
」

と

い
う
。

無
我

な

る

こ
と

を
識

得
す

れ

ば
直

に

こ

の
身

心

が
佛

で

あ

る
が
、

無
我

な

る

こ
と

を
識

得
出
來

ず

に
迷

う

の
は
何

故

で
あ

る
か
。

そ
れ

は

「
我

が

一
念

ノ
迷

ノ
根

本

ト
云

フ

ハ
實

二
我

ア
リ

ト
思

フ
意

ナ
リ
。

其

ノ
我

ト

ス

ル
物

ハ
、

何

ゾ

ト
窺

イ
見

レ
バ
、

見

聞
覧

知

ノ
四

ッ
ナ

リ
、

此

ノ
外

別

二
心

ト
爲

ベ
キ
物

ナ

シ
。
」

と

い

㌧
、

「
我

」

は
即

ち

「
心
」

で
あ

っ
て
、

そ

の
心

は
見

聞

覧

知

の
四

つ

の
働

き

と

し

て
表

れ

る
。

然

る

に
凡

夫

は

「
錯

テ
見

聞

覧
知

ノ
心

ガ
別

二
有

テ
、
其

ノ
心

こ

ゐ

ぎ

て
ぷ

　

　

こ

　

ガ
見
聞
箆

知
ル
ト
妄
リ
ニ
思
フ
故

一こ

自

己
の
本
艦

即
ち
佛
を
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そ

の
間
違

つ
た

思

い
の
爲

に
覆

て
し
ま

つ
て

い
る
。

「
別

二
他
物

ア
リ
テ

己

ラ
迷

ハ
ス

ニ
非

ズ
」

で
、
自

己

の
錯

倒

し

た
思

い

の
爲

に
迷

い

の
深

坑

に
落

在

し

て

し
ま
う

の
で

あ

る
と
主

張

す

る
。

ま

こ
と

に

そ
れ

は
古

人

の

い
う

「
険

と
見

し
迷

よ
り

し

て
散

る
花

を
、

風

の
と

が

と

や
う

ら

み
ぎ

ら
ま

じ

。
」

に
等

し

い
夢

想

で
あ

る
と

い
う

べ

き

で
あ

る
。

無

心

に

つ
い

て
示

し

て

い
う

に

「
無

心
ト

ハ
見

聞

覧
知

ヲ
心

二

非

ズ

ト

知

ル
ヲ
印

チ
無

心

ト
云

ナ
リ

。」

見

聞

寛

知

が
我

の
働

き

で
あ
り

窓

口

で
あ

る
が

、

そ

れ
が

心

で
あ

る
と

い
う

と
、

心

が
固

定

し

て
妄

心
と

い
う

こ
と

に
も

な

る
。

無

心

と

い
う

こ

と
は

そ
う

い

つ
た

窓

口
を

一
切

捨

て
切

つ
て
し
ま

わ

ね
ば

な

ら

ぬ
。

「
此

ノ

無

心

ナ

ル
事

ヲ
知

ン

ト
思

バ
バ
、
常

二
見

聞

覧

知

す

る
根

源

ヲ
知

ル
ベ

シ
」

と
す

る
。

碧

岩
集

四

〇

則
陸

亘

天
地

同
根

の
頬

に
、

　　

こ

ぜ

　

　

こ

聞
見

畳

知

非

一一
一
々

一

山

河
不

下
在

=

鏡
申

一観

上

　　

　

　

　

　

こ

　

え

　

　

霜
天
月
落
夜
將
ン牛

誰
共

澄
潭
照
γ影

寒

と
あ
る
が
、
見
聞
覧
知
の
眞
個
根
源
に
徹
底
し
た
者
の
境
涯
が
表

れ
て
い
る
。
師
は
根
源
に
徹
底
す
る
用
心
を
示
し
て
い
う
に
、「
是

ヲ
知
ル
ニ
用
心
ア
リ
、

古

徳
ノ
云
ク
、

己
二
起
ル
者
は
不
γ可
y

　
　
り

　

ず

　

わ　

　
　
　

　

　
　
　

が

　　

績

、
末

γ
起

者

ハ
不

γ
要

=
放

起

一

便

勝

一一
爾

十

年

行

脚

一
云

　

　

り

々
、
.不

y
可

γ
績

ト

ハ
妄

心
ガ

胸

二
績

テ

ナ

ク

新

二
源

ニ
テ
見

ヨ

　
　

　

　
　
　
　
　

き

ト

ナ

リ
。

不

レ
要

=
放

起

一

ト

ハ
妄

心

未

F
起

以
前

以

テ
當
念

ザ
ル

　

へ

　

　

　

ノ
上

二
用

者

ハ
心

ガ
有

ト

モ
不

γ
思

只

此

起
滅

爾
…頭

慮

、

古

今

ノ
達

人
大

キ

ニ
子
細

ス
ル
慮

ナ
リ

。
」

妄

心

が
起

き

た
ら

起

き

た

な
り

に
消

え

て
行

く

か

ら
、

そ

の
妄

心

の
消

え

た
新

し

い
心

の
源

で
見
聞

畳

知

す

れ
ば

よ

い
。

と

こ
ろ

が

一
般

は
妄

心

の
ま

ま

で
見

聞
箆

知

し

て

い
る
そ

こ
が
凡

聖

の
相

違

と

い
う

こ
と

に
な

る
。

印

ち
師

は

「
妄

心

モ
當

座

々
々

二
清

失

テ
不

γ
留

新

シ
ク

心

ノ

源

ニ
テ
直

二
見

、

直

二
聞

キ
直

二
箆

へ
直

二
知

ル

ナ
リ
」

と
示

す

。

こ

の
如

き

こ
と

は
白

隠

の
如

き

は
實

に
達
磨

傳

來

の
骨

肉

奮

命

の
肺

符

だ

と
し

て

い
る
。
随

所

作

主

と

い
う

が
直

に
見

る

と

こ

ろ
に

は
働

き
が

あ

る
丈

け

で
何

も

の
も
介

入

す

る
絵

地

は
全

く

な

い
。

趙
州

は

十

二
時

を

使

つ
た
と

い
う

が

悲

し

い
時

は
悲

を
使

い
、
喜

し

い
時

は
喜

を
使

う
働

き

も

こ

の
慮

が
手

に
入

つ
て
始

め

て
出

て
く

る
働

き

で

あ

る
。

師

は
更

に
説

明

し

て

「
能

く

工
夫

ヲ
窮

メ
蓋

シ
見

レ
バ
、

此

ノ

身

心

ノ
上

ニ
ヲ
イ

テ
四

大

色
身

モ
六
塵

モ
心

意
識

モ
タ

チ

マ
チ

ニ

断
繕

ス

ル

コ
ト

明

カ

ナ
リ
」

と
示

す
。

見

聞
畳

知

の
根

源

を

見
究

9

め

ん
が
爲

の
、

坐
輝

工
夫

が
熟

し

て
く

る
と
、

四

大
色

身

も

六

塵

も

心
意
識

も

断

縄
す

る
と

い
う

大

死
底

の
人

と
な

つ
た

な
ら

ば

こ

の
身

も

心
も

、

山

河

大

地

も

全
部

無

く

な

つ
て
し

ま
う

の
で

あ

る
。

　　

又

「
若

シ
未

γ
然

音

ヲ
聞

時

ノ
胸

ヲ
端
的

二
窮

メ
見

ヨ
、
何

ト
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モ
ワ
キ

マ

へ
知

ベ

カ

ラ
ズ

。

其

ノ
不

γ
知

威

ニ
ム
カ

ツ
テ
佛

ト

モ

心

ト

モ
何

ト

モ
不

『
思

、

急

二
眼

ヲ
著

テ
我

ガ

生

付

ノ
其

ノ

マ

・

り

ノ
胸

ニ
テ
直

二
可

γ
聞

一
箇

ノ
事

モ
亦

ナ

シ
。

其

ノ

マ

・
ノ
胸

ト

ハ
蓋

大

地
此

ノ
胸
也

。」

と
示

す
。

佛

と
も

心

と
も

何

と
も

思

は

ぬ
と

こ
ろ

は
、
無

分

別

の
世

界

で
あ

る
。

そ

の
無

分

別
世

界

は
師

は
我

が

生

れ
付

き

の
そ

の

ま

㌧

胸

で
あ

る

と

い
う

表

現

を

と

る

が

、

そ

の
ま

㌧
の
胸

を
説

明

し

て

い
う

に
蓋
大

地

此

の
胸

な
り

と

示

す
。

何

も

か
も

ひ

つ
か
ら
げ

て

一
枚

の
境

涯

が
師

の

い
う

と

こ

ろ

の
そ

の
ま

㌧
の
胸

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

謂

る
讐

耳

如
龍

眼

如

盲

と

い
う

縄
封

境

で
あ

る
。

こ
う

し

た
紹

封
境

は

「
古
徳

ノ
云

ク
、

自

己

ノ
胸

襟

ヨ
リ
流
出

シ
テ
蓋

天
蓋

地

シ
去

レ
ト

云

々
」

と
岩

頭

和
尚

の
因

縁

の
語

を
引

用

し

て
説

明

し

て

い
る
が
、

こ

こ
に

い
う

蓋

天
蓋

地

と

は
、

全
部

が

全

部
何

か
ら
何

ま

で
も

投

げ

出

す

ご

と

で
あ

る
。

そ
う

す

れ
ば

そ

こ
が
天

地

と

一
枚

に
な

つ
た

と

こ

ろ

で
あ

る
。

天
地

と

一
つ
だ

と

い
う

の

で
あ

る
か

ら

「
此

庭

二
至

テ
微
塵

バ

カ
リ

モ
思
量

ス
ル

コ
ト

ア

ラ
バ
千

里

ヲ

ヘ
ダ

ツ
ベ

シ
」

と
師

は

い
う
。

兎
毛

一
本

で

も
思

量

分
別

が

介

入

し

た
ら

そ

れ

こ
そ
白

雲

萬

里

の
相

違

が

あ

る

と

い
う

の
で
あ

る
。

師

は

更

に

「
若

シ
又

タ
没

思

量

ヲ
是

ト

ナ

シ
テ
自
然

ニ

マ
カ

セ

放

過

シ
錯

ル
事

ナ

カ

レ
、
」

と

い

㌧
、

無

思
量

、

無
分

別

と

い
う

と
、
没

思

量

に

な

る

こ
と

と
混
同

し

て
考

え

、
放

心
状

態

に

な

つ

て
自

然

に

な

る
よ
う

に

し

か
な

ら

ぬ
と
、

何

に
も

し
な

い
、

何

も

行

は
な

い
こ
と
だ

と

錯

つ
て

は

い
か

ぬ
と
親
切

に
注

意

を

し

て

い

る
。
精

進

主
義

は
根

本
佛

教

の
立

場

で

あ

る
か

ら
、

何
も

せ
ず

成

る
よ
う

に
し

か
な

ら

ぬ
と
云
う

自

然
観

で
は
根

本

に
反
す

る
。

　

　

　

　

　　

師

は
悟
り

に

つ
い
て

「
古
徳

ノ
云

ク
研

一崩窮

至

理

一以

γ
悟

爲

γ

　

　
　

み

う

則

云

々
至

理

ト

ハ
前

二
説

タ

虞

ノ
何

ト

モ
辮

マ

へ
不
γ
知

庭

ニ

ム
カ

ッ
テ
無

=
間

断

一
イ
カ

ン
イ
カ

ン
ト
心
源

ヲ
自

知

シ
極

ル

マ
デ

ハ
退

屈

ナ

ク
研
窮

ス

ベ

シ
。

是

ヲ
至

理

ヲ
窮

ム
ト

云
。

悟

ト

ハ
見

聞

覧
知

ヲ
心

ニ
ア

ラ
ズ

ト
識

得

シ
テ
只

生

付

ノ
本

來

人

ト
成

ツ

テ
、
迷

路

ナ
キ

ヲ
恨

二
名

テ
悟

ト

云

フ
。

更

二
眞

ヲ
求

ル

ニ
非

ズ

　

　

如

F
是

ナ

ル
時

ヲ
則

ト

ス
ベ

シ
。
」

と
儒

山

警
策

の
語

を
引

用

し

て
説

明

を

し

て

い
る
。

悟

り

に
至

る
爲

に
何

ん

に
も

わ

き
ま

え
知

ら
ざ

る
暉
境

を
手

に
入

れ

る
爲

に
、

日

々
自

己

を
策

働

し

て
心

の

源
を

自
分

で
解

る

よ
う

に
な

る
ま

で
年

月

を

か
け

て
研

究

せ
よ

と

い
う

。

そ
う

す

れ
ば

遽

に
只

生

れ
付

き

の
本

來

の
入

と
成

つ
て
迷

い
も
悟

り

も
無

く

な

る
に
至

る
。

そ

こ
を
帳

に

名
付

け

て
悟

と

い

う

の
で
あ

る
と

い
う
。

悟

り

と

い

つ
た
固

定

し

た
概

念

す
ら

な

い

の
で

あ

る
か
ら

そ

れ

は
假
設

の
名

で

あ

つ
て
實

在

の
も

の

で
は

な

い
の

で
あ

る
。

　　
の　

更
に
悟
境
を
説
明
し
て

「若
シ
能
ク
極
ル
則

端
的
無
二
無
別

う

　

こ

　

　

　

こ

　

　

ニ
メ

一
モ
亦

不

γ
守

於

=
念

上

一離

γ
念

於

=相

上

一離

レ.相

、
生

死

二

　

　

　

か

　

ヲ

イ
テ
少

モ
不

レ
疑

此

ノ
時

二
至

テ

日

用

ノ
中

知

威

不

ン知
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り

　

庭

モ
皆

無
心

ナ
リ

ト
自

知

シ
テ
前

二
説

威

ノ
心

モ
不

7
聞

耳

モ

不

γ
聞

別

二
身

心

ノ
有

.ガ
如

キ
等

ノ
言

句
悉

ク
方

便

ノ
説

ナ

リ
ト

　　

び

始

テ
可
γ
知
。

…

…
中

略

…

…

是

師
達

摩

大
師

ノ
所

謂

教

外

別

傳

ノ
法

也

」

と

す

る
。

達
摩

大
師

よ
り

的

々
相

承

し

た
教
外

別

傳

の
法
、

印

ち

ギ

リ
ギ

リ

の
宗

旨

、
言

詮

不
及

の
端
的

は

何

か

と

い

う

に
、
端

的

た

る

や
無

二
無

三
で
あ

り

又

一
で
も
無

い
と

い
う

。

於

念

上
離

念

は

一
念

一
念

が

不

噺
相
綾

で

あ

る

い
う

こ
と

で
念

の

積

み
重

ね
が
無

い
。

於
相

上
離
相

は
男
女

と

い
う
相

の
上

に
、
男

女

と

い
う
妄

執

が

一
つ
も

な

い
。

こ
う

い
う

境

涯

を
手

に

入

れ

て

始

め

て
、

日

用
雑

作

の
う
ち

に
あ

つ
て
、

知

る
慮

も

不

知

の
蝿
も

皆

無
心

な
り

と
自

ら
解

す

る
と

い

つ
た

と

こ
ろ

が
、

別
傳

の
要
旨

だ

と
説

明

す

る
。

言

詮
も

及

ば

ぬ
も

の
を
表

さ

う

と
す

る
故

に
幾

分

不
十

分

な

理
論

を
展

開

す

る

に
過

ぎ

ぬ
。
師

は
又

し

て
も

示

し

て

い
う

に
、

「
人

々
生

レ
付

キ

ノ
心
胸

ヲ
直

二
極

ム
ベ

シ
、

タ

ト

エ
バ
人

ア
リ

テ
飯

ヲ

ハ
何

レ

ノ
虚

二
喫

ス
ト
問

ハ
バ
ロ

チ

ニ
喫

ス

ト
答

ヘ
ン
ガ
如

ク

只
有

ノ

マ

・
二

極

ム
ベ

シ
。
」

と

い
う

こ

㌧
に

素

朴

な

る
縄

の
表

詮

を
見

る
。

こ
の
簡

軍

な
問
答

は
師

の
宗

教

封

象

が

一
般
在

家

人

で

あ

る
と

こ
ろ
か

ら
く

る
か
。

又

、

「
初

一
心

モ
亦

心
胸

ノ
能

ク
現

ズ

ル
時

也

。
禰

等
知

ン
ト

思

ハ
バ
印

今

山

櫓
試

二
學

セ
ン
。
静

心

ニ
シ
テ
聴
聞

セ

ヨ
ト
云

ヒ

　

　

了

テ
、
振

γ
威

一
咄

シ
、
良

久

シ
テ
日

ク
、

諸

人
會

ヤ
否

ヤ
、

若

き

り

　

シ
未
y會
ズ
バ
端
的
聞

底
ノ
心
胸
ヲ
返

照
シ
テ
見
ヨ
、

是
印

元

み

　

明
寛

ノ
頑

田

ナ

リ
。

何

ゾ

不

=
禮
葬

一。

一
箇

ノ
事

モ
又

無

シ
。」

師

が
威

を

振

つ
て

一
咄

し

て
見

せ

た
と

こ

ろ
は
、

日

月

光

を
藏

し
、

乾

坤

色

を
失

す

る
底

の
働

き

で
あ

る
。
自

ら

は
無

心

に
立

ち

て
、

無

心

を
示

し

て
反

省

を
求

め
る

と

こ

ろ
は
、

大

衆

論
得

の
技

術

の
上

手

さ

を
認

め
ざ

る
を
得

ぬ
。

良

久

し

て

い
う

、
諸

人
會

す

る
や
否

や

と
問

う
者

に
迫

る
所

は
師

の
愚

堂

よ
り

得

た

家
風

の

一

端

を
見

せ
ら

れ

る
様

に
思

う
。

以

上

は
師

の
自

内

讃

の

一
端

を
見

た

の
で
あ

る
。

三

次

に
修
道

上

の
心
得

に

つ
い

て
述

べ
る
。

師

は

悟

入

の
爲

に
日

々

の
工
夫

を
説

い
て

い
う

に

「
第

一
自

己

ノ
胸

襟

起
滅

の
魔

二
向

テ
観

知

シ
テ
前
後

裁

噺

ス
ベ

シ
。
」

一
念

が

起

滅

す

る
根

源

を
観

察

し

て
、
前

念

と
後
念

と
を

断

ち
切

る

こ
と

を
教

え

る

。如

何

に
戴

鰍

す

る

か
と

い
う

と
先

づ

無

常
感

を

起

せ
と

い
う

、

そ

し

て

そ

の

後

に

「
禰
…が

心
胸

に
向

テ
哺内
外
中

間

ニ
ヲ

イ
テ
何

レ
ノ
虞

二
奮
「念

ヲ
留

ム
ト
観

シ
テ
見

ヨ
、

微

塵

ハ
カ
リ

モ
留

リ

在

ル
事

ナ

シ
、

是

則

前
念

ノ
戴
噺

ナ
リ
」
前

念

の
蔵

断

の
方

法

は

、自

己

の
心

の
中

の

何

虚

の

と

こ
ろ

に

奮

念

が
留

つ
て

い
る
か

と
考

え

て
見

よ

と

い

う

、

そ
う

す

れ
ば

兎

の
毛

程

の
も

の
も

留

つ
て

い
る
と

い
う

こ
と

は

あ
り

得

ぬ
と
す

る
。

そ
れ

が
前

念

の
蔵

断

で

あ

る
と

い
う

。「
又

　

　

後

念
未

γ
來

以
前

ヲ
観

シ
見

ヨ
、
明

二
是
父

母

未

生

ノ
慮

ナ
リ
、

 サ
ル
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故
二
身
心
ト
モ
ニ
猫
曾
テ
ナ
シ
是
印
後
念
ノ
載
断
ナ
リ
」
後
念
邸

ち
こ
れ
か
ら
起
る
念
、
こ
れ
は
不
起
不
知
の
も
の
で
あ
る
。
父
母

未
生
以
前
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
自
己
未
生
で
あ
り
名
も
無
い
時
で

あ
る
。
身
心
も
未
生
の
時
で
あ
る
。
そ
れ
が
解
れ
ば
、
後
念
の
戴

断
で
あ
る
と
い
う
。

念
の
前
後
裁
断
は
頭
で
理
念
と
し
て
理
解
し
た
の
で
は

一
つ
の

い

妄

念

に
す

ぎ

ぬ
。

そ

こ

で
即
今

當

念

の
威

に
て
前

後
裁

噺

し

て
見

よ
と

い
う

。
本

當

に
載

噺

し

て
見

よ
と

い
う

。
本

當

に
載
断

し
た

ら

「
一
毛

頭

ノ
念

ダ

モ
不

γ
及

ナ
リ
。

其

ノ
不

γ
及
當

念

ハ
便

チ
無

念

ナ
リ
」

と
教

え

る
。

然

し
無

念

と

い
う

も

の

が

あ

る
と

し

た

ら
、

そ

の
無

念

は
有

無

の
無

で
あ

つ
て
思
窟

裡

で

あ

る
と

こ

ろ

の

八
識

邊

を
離

れ

て
居

ら

ぬ
と
す

る
。

當

一
念

の
上

に
於

て
前
後

裁

断
す

る
と

い
う

こ
と

は
、

生
優

し

い
こ

と
で

は

な

い
師

ち

「
三
世

唯
當

一
念

ノ
ミ

ニ
シ
テ
十

方

ヲ
断

紹

シ
テ
、
微

塵

バ
カ

リ

ノ
事

モ
ナ

シ
ト
決

得

シ
去

レ
」

と

い
う
。

大

地
無

寸

土

と

い
う
語

の
如

く

一
團

鐵

と

な

つ
た
時

に

な

る
も

の

で
あ

る
と

い
う

。

そ

う

い
う

心
地

は

「
刹

那

モ
不

y
生
、

刹

那

モ

不

レ
滅

」

と

い
う
も

の

で
あ

る
と

す

る
。

心
地

こ

㌧
に
到

れ
ば

「
妄

心

の
習

氣

底

ヲ
彿

ッ
テ
蓋

シ
了

ラ
バ
何

ゾ

念

ト
無

念

ト
常

ト
無

常

ト

ヲ
論

ゼ

ン
ヤ
」

で
あ

る
と
。

こ

の
端
的

は
特
別

に
生

れ
出

る
も

の
で
も

何

ん

で
も

無

い
生

れ
付

き

の
儘

に
な

る

こ
と

で
あ

つ
て
、

こ
れ

は
常

に

「
李

常

心

二
使

ヒ
用

ユ
ル
ガ
肝

要

ナ

リ
」

と
す

る
。

卒

常

に
用

い

る

こ
と

の
出
來

ぬ
も

の
で
あ

れ
ば

暉

と

い
う

も

の

で

は
無

い
。

　

　

又
修

道

は

「
常

二
眞

ヲ
不

レ求

、
妄

ヲ
不

γ
嫌

、

生

レ
付

ノ
面

目

ヲ
能

ク
知

ル

コ
ト

ヲ
修
行

シ

テ
功

能

ヲ
不

レ
假

ナ

リ
。
」

と

い

㌧

素

直

に
有

の
ま

、
に
働

く

生

れ
付

の
面

目

を

知

る

こ
と

で
あ

る
と

し

て

い
る
。
素

直

に
呼

べ
ば
答

え

る
が
如

く

働

き
が

出
來

る
よ
う

に
な

る
爲

に

「
先

ヅ

如

γ
是
観

心

セ

ヨ
、

凡
夫

ハ
境

二
随

テ
妄

心

有

ト
思

ナ

リ
。
境

ナ
ケ

レ
バ
妄

心

ナ

シ
、

境

ト

ハ
、

色

聲
香

味
鯛

法

及

至
現

ジ
來

ル
諸

相

皆
境

也
。

惣

二
何

ノ
境

ニ
テ

モ
未

7
封

以

前

ニ

ハ
其

境

裏

二
無

事
分

明

ナ
リ
。

讐

バ
境

ハ
月

ヲ
俘

ベ

ル
水

ノ

如

シ
水

ナ

ケ

レ
バ
月

ナ

シ
。

妄

心

モ
亦

復
如

γ是

、

胸

ノ
裏

二
境

ナ

ケ

レ
バ
妄

心

ト

ス
ベ

キ

モ
ノ
ナ

シ
。

修
道

ノ
人
元

來

妄

心

ハ
ナ

　

キ

モ
ノ
ナ

レ
バ
見

ガ

タ

シ
、

境

ヲ
妄

心
ナ

リ
ト

可

γ
知
。

至

γ
修

レ

　

之

心
量

ノ
電

二
向

テ
緋

得

セ

ヨ
。」

と
示

す
。

外

部

よ
り

の
刺

戟

に
よ

つ
て
妄

心
が

生
ず

る
と
す

る

の
は
間

違

い
で
あ

る
。

元
來

意

識

の
中

に
は
境

は
無

い

の
で

あ

る
。
外

部

の
刺

戟

を
受

け
止

め

る

も

の
が

無

い
か
ら
從

つ
て
妄

心

と
す

べ

き
観

念
も

生
ず

る

こ
と
が

無

い
。

師

の

こ
の
論

理

は
複

雑

で
あ

る
。

こ

の
論

理

は

暉
文
化

三

〇
、

三

一
合
併

號

十

一
頁

上
段

の
太

室
無

文

老
師

の

レ

ン
ズ

は

ゼ

ロ
の
論
理

に
相

當

す

る
も

の
と
思

は
れ

る
。

こ

の
論

理

の
阪

す

る

と

こ
ろ

は

「
妄

情

底

を
霊

シ

テ

一
時

二
滅

却

シ
了

ツ
テ
…

…
中
略

…
…

只

生

レ
付

キ

ノ

マ

・
ニ
シ

テ
毫
未

ノ
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修
功

ヲ
不

y
借

事

ヲ
識

得

セ
ン
」

を
強

調

せ
ん

と

す

る

に
あ

る
様

で

あ

る
。

以

上
が
師

の

い
う

修
道

上

の
心

得

で
あ

る
が

更

に

「
畢

童

修
道

ノ
要

路

見
聞

覧

知

ス

ル
時

直

二
反

照

シ

テ
看

ル
ノ

ミ
。

此

ノ
外

別

二
修
道

ノ
用

心

ナ

シ
」

と
し

て

い
る
。

そ

の
時

そ

の
時

に
返

照

し

て
、
生

し
付

の
ま

ま

で
あ

る
か
を

確

め

よ
う

と
す

る
の

で
あ

る
。

次

に
師

は
悟

り

の
眼

を
開

い
て
も
聖

胎

長

養

の
必

要

な

る

こ
と

を
力

説

す

る
。

即

ち

「
聖

胎

長
養

ト
云

ハ
更

二
修

功

ヲ
求

ル

ニ
非

ズ

、

元
來

人

々
具

足

ノ
無

生
無

死

の
本

地

ニ
シ
テ
、

無

一二

毫
念

一

弦

二
端
的

直

入

ス
ト

イ

ヘ
ト

モ
、

久

ク

生
死

ア
リ
妄

リ

ニ
思

ヒ
ナ

　

レ
タ

ル
習

氣

難

γ
蓋

是

ヲ
蓋

ス
ヲ
長

養

ト
云

ナ
リ
」

と

い

㌧
從

ひ

端

的

に
直

入

し

て
も

、

こ
れ
ま

で

の
習
氣

が

つ
き

な

い
か

ら
、

習

氣

が

取

れ

る
ま

で

は
長

養

す

る
必

要

が

あ

る

と

い
う
。

そ

れ

に
は

輩

に
時

間

を
か

け

て
世

に
出

ぬ
と

い
う

こ
と

で
な

し

に

「
時

々

二

具

眼

ノ
師

二
参

ゼ

ス
ン
バ
恐

ク

ハ
知

ラ
ズ
錯

リ
了

ラ

ン
事

ヲ

。」
と

注

意

し

て

い
る
。

録
よ
り
は
愚
堂
暉
の
在
り
方
は
十
分
把
握
し
難
い
と
さ
れ
る
。
弟

子
等
の
帳
名
法
語
に
よ
つ
て
愚
堂
揮
の
面
影
が
浮
び
出
ぬ
か
と
愚

考
し
た
が
仲
々
出
て
來
そ
う
に
な
い
。
梅
天
は
中
年
よ
り
檜
と
な

つ
た
の
に
も
拘
ら
ず
、
縄
を
理
論
的
に
把
握
し
、
自
内
謹
を
的
確

に
表
現
し
て
述
べ
て
い
る
鮎
は
敬
服
す
べ
き
所
が
あ
る
。
輝
の
境

涯
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
又
い
か
に
し
て
輝
境
に
至
る
か

そ
の
詳
細
な
精
神
分
析
は
近
世
に
到
つ
て
行

は
れ
て
い
る
が
徳
川

初
期
に
於
て
梅
天
ほ
ど
嚴
密
に
分
析
し
た
人
は
少
な
い
と
思
う
。

こ
う
い
う
鮎
に
於
て
今
後
師
の
法
語
は
見
直
さ
れ
て
も
よ
い
。

注

「

」
内
の
文
は
梅
天
輝
師
天
語
よ
り

の
引
用
。

四

以
上
不
十
分
で
あ
る
が
梅
天
和
尚
の
輝
を
見
た
。
愚
堂
國
師
に

は
假
名
法
語
は
無
い
が
、
弟
子
の
至
道
無
難
暉
師
に
は
假
名
法
語

が
あ
り
、
又

一
孫
文
守
暉
師
に
も
あ
る
。
愚
堂
國
師

の
語
録
寳
鑑


